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■概要
　歩30の戦いを再現した2人用のボードゲームです。6面体のサイコロを2個使用します。初心者用のシナリオですが、歩30の追跡から逃れたい匪賊（ひぞく）と、それらの不逞分子を鎮圧したい歩30という、両者の思惑が交差する速攻戦を楽しむことができます。
■地図
　黄緑色の「草原」（移動コスト1）、深緑色の「林」（移動コスト3）、空色の「川」（移動コスト3）、茶色の「橋」（移動コスト1）、灰色の「陣地」（移動コスト3、攻撃補正――戦闘が引き分けのときに防御側が勝者になれる）に、それぞれ色分けされています。

■駒の説明（各駒は切り離して使用してください）
　【例】「古畑二等兵　4-2-3」　攻撃力4　防御力2　移動力3 という意味です。
■駒とサイコロの配置
　川を挟んで、歩兵第三十連隊と匪賊が対峙（たいじ）するように駒を置きます。「草原」のヘックスの好きな位置に両軍の駒を配置してください。また、駒は、1ヘックスに1個しか置けません（両軍合わせて計18駒。歩30から先に配置します。匪賊側はその布陣を確認してから、駒を配置します）。川を境にして、「ターン」（Turn）と書かれたヘックスのある方が歩30側、「陣地」が3箇所密集している方が匪賊側です。なお、「ターン」（Turn）と書かれたヘックスに6面体のサイコロを1個置いて、1が見えるようにします。
■勝利条件
 「歩兵第三十連隊」――――匪賊の覆滅（＊注・ふくめつ。完全に滅ぼすという意味）
 「匪賊」――――1、歩30の覆滅　2、「片桐分隊長」もしくは「石坂二等兵」の撃破　3、6ターン終了後、駒が1個でも生き残っているとき。
■ゲームの流れ
　歩30が先攻です。順番に1個ずつ、駒を動かします。各駒の移動力から移動コストを引いた分だけ移動できます。敵の駒に隣接したら、即時、戦闘開始です（見敵必戦です。隣接する敵が複数いたら、その中の1駒を攻撃します。また、先攻・後攻の交替時、敵と隣接していたら、必ず戦闘をおこないます。移動はできません）。攻撃側は攻撃力の数だけ、防御側は防御力の数だけ、6面体のサイコロを振ります。1か2が出たら命中と判定し、命中数の多い方が戦闘の勝者です。戦闘終了後、負けた方の駒を地図から取り除いてください（引き分けの場合は攻撃側を勝者とします）。歩30が全ての駒を動かしたら今度は匪賊側が全ての駒を動かします（動けない条件下である場合を除き、全駒、必ず動かしてください。速攻戦を想定しているので、同じ場所にとどまれません）。この両軍の動作を「ターン」（Turn）といい、これを1ターンとして、最高、6ターンまでゲームを続けます。なお、1ターンが終わったら、「ターン」（Turn）と書かれたヘックスに置かれているサイコロを1から2に変えて、順次、3、4、5、6とすることによって、現在のターン数を表示させます。
